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青い空線の山と風

露色のうねりは

人類の塵想文化を表わす。

それらが麗林一体調和して

日―タリーリ理想に向って

あって行く装を示している。

実践'

司 会

◎卓 鐘

SAA委 員会  ′〕珠 和夫

目Ⅲ会長  中 山 恒武

親睦活動委員会 菊 地  敏

勘議 員会 伊漂ケイ子

◎ロータリーソング 「我ら噛

ツングリーダー  吉 沢 洋 景

◎帥 介

中山  登 様 (トヨタ西東京カローラ梅ヶ宜宮鞄研祠

今回  順 様 僚京電カエネルギー環境研究所地球環境

研究室・主任の

◎会務報告            副 会長 中 山 恒 武

6月25日勺言5時より理事会を開催しま曳 出席下さい。

◎出席報告

◎弾爵浩 籍 霧 趣

会員総数 57名

出席義務者数 57名

出席者数 45名  匁 常者数 12名

本国出席率 8245%Q7/57)

6/11  訂 正出席率  8596% (49/57)

6/4  最 終 丁正出席率 8796% (50/57)

多摩市福祉協議会より、福祉ダヨリが屈いておりますの

コ回覧致します1こ 覧になって下さい。

昨日国際大会に出席している方から電話がありましたっ

皆様元気でやっていますということですので御報告申し上

げま,名

今年度最終例会申し込みはまだまにあいますので出席出

来る方は直接私に連絡下さい。
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6/5幼 難
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匁斎者 大 松
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例会日 5週 水曜日12「30月 の最終例会48モ30

C吹年度会長殿告      筆 レクト 盲)R 糧

本国例会終了後、臨時の被達理事会を行いますのでお残

り下さt 。ヽ

委 員 会 報 告

◎ニコニコBOX

菊地  敏

お客様ようこそ。

嫌  離

今年も残り少なくなりました。

森口 舞 子

本回の合同委員祭 SAAは 出席人数、少なく残念です。

三委員会

本国の三委員会のおつり転

本国合計 全10,300円 l■_tl,232,834円)
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寧 誇

東京電カエネルギー環境研究所

地球環境研究室・主に研究員  今 回  "贋

「地球の温暖化についてJ

ヤまじめに日曜日の新聞に先進圃 曽会議があさってから

開カサ■ることかヾのっております。さまざまな政治的なテー

マの中の一つに温噺 との問題がかなリクローズアップされ

ております。COを の排出量をどう削減するかというこ

とカモ額 になっておりまえ

地球の温暖イ働こは何が問題になっているかを今日お話し

したいと思います。

太陽孫の惑星は、太陽から光のエネルギーを受けていま

先 大気のある地球では亦外光線は反射されて、大気中の

分子に再吸されそれを360°さまざまな方向に赤外線が

放射され一部は再び地球の方向に戻ることになります。こ

の様に行ったり来たりして温室効果力4ま れます。

この涌=効 果を生むガスにはいろいろあります力ヽ 代表

的なものにC02、 メタン、フロン等です。温室効果は

フロンなどはCO:の 1000イ部立ありま抗

過去の歴史にさかのぼってC02と 気温との関係を南

極の水から15万年前坐から調べてみますと、C02と 気

温とは関係が密接であること力半1ります。火山で噴き上げ

られた塵なども関係していますが、C03が 一番大きな

要因であること力斗」りますじ

特に産業革命以後、人間の経済社会活動に伴って、人為

的に排出さカヘこれ力温暖化を新たに引き起こしていま坑

化石燃料を燃やすことによりCO:が どんどん増えて

いるわけで、これをどうするかということを考えていかな

ければなりま●わ。

品噺 働こよってどの様な影響があるのかということも研

究されています。

C02の リト出量を現在のまま放置しておくと2100年に

は約3倍になり、平均気温は約2で上昇し、海面は50cm位

上昇します。これは海水の刻膨張によるものです。

そして水蒸気の量も増えるのですが、雨の降る地域力竣

わって来ます。

また風も吹くことになりますがこれも現在とは違って来

ますし、温度上昇による動物の生態形も変わって来ます。

例えば蚊の発生地域も変わって来ます。それによっての病

気の発生地域も変わって来ます。

この様にさまざまな変化力4ま れて来ます。それではど

うしたらよいかということになります。特にCOzガ ス

の排出量、特に先進国のこれを規制していかなければいけ

なし、

後進国、発展途上国での排出量をどうするかということ

も問題になります。

地球サミットでこの様なことを祷 寸していま曳  (脚

本国の卓話で、私達個人では、ではどの様にしなければ

いけないのか、また先進国である日本を含めて米国等の国

の行う対策はどうしたらよいかを考えさせられた卓話でし

た。

目」会長 中 山 恒 武

(今週の担当 刀坂 )


